




本稿は 2017 年度秋学期の ICU 日本語教育課程（以下、JLP）「初級日本語 2」（以下
J2）におけるコース報告である。JLP では初級に 3 段階のコースが設けられ、J2 のコー
スは初級中盤に位置する。本稿では、本コースの概要を説明すると共に、今後の課題を
報告する。
近年、言語能力を評価する国際指標である CEFR（Common European Framework of 
Reference for Languages ヨーロッパ言語共通参照枠）が注目されており、多くの教育
機関で CEFR 指標に基づいた言語教育改革が行われている。JLP においても、2015 年
より CEFR 基準と照合しつつ、JLP の各レベルの目標設定について議論を重ねてきて
おり、2017 年には初級コースから上級コースまで 7 レベルについて、CEFR に準拠し







学生は合計で 16 名であった。これらの学生は 2017 年 9 月に ICU に入学し、プレー
スメントテストの結果、J2 にプレースされた。以下は学生の大学における身分、国籍
の内訳である。なお、4 年本科生とは 4 年間 ICU に在籍する学生、OYR（One Year 
Regular）とは 1 年間の交換留学生である。
身分　　4 年本科生 ：5 名　　　OYR：  7 名　　　大学院： 4 名
国籍　　アメリカ：6 名　　中国：3 名　　韓国：2 名　　マレーシア：1 名　
　　　　スワジランド：1 名　　アイスランド：1 名　　シンガポール：1 名　
　　　　イタリア：1 名
2 － 2．教材
主教材は『ICU の日本語 1』『ICU の日本語 2』（講談社インターナショナル）で、こ







1 コマ 70 分の授業が週 8 コマ（うち 1 コマは個別指導）、全 10 週間のコースである。






・期末試験 ［32％］：（文法、漢字 / カタカナ、読解、会話、聴解、作文） 
・中間テスト ［18%］：（文法、漢字 / カタカナ、読解、会話、作文）
・クイズ ［20%］：（文法、漢字 / カタカナ、語彙）




3－ 1.　漢字 /カタカナ /語彙











































✔ L Grammar 漢字
10 Past form of Adjective ／ Adjectival Noun L10 
天　出　事　用
仕　社　重　聞
10 Adjective て、～／ Adjective ですが、～
10 Adjectival Noun で、～／ Adjectival Noun ですが、～
10 Verb てから、～
10 Noun で（Reason）




































本稿の冒頭でも述べたように、JLP では 2017 年に初級コースから上級コースまで 7
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一方、初級の中で J1 と J2 の到達度の差異化を図るために使われているキーワードが「要
点が理解できる」「文を連ねて」「考えや情報を交換」である。J1 の到達目標では「概
要を把握できる」「簡単な句や文」「簡単なやりとり」がキーワードとなっている。つま



















































































































































(beach, seaside)  旅館
りょかん
(Japanese inn)  
   着替え
き が 
 (change of clothes)  
− 78 −
資料２：ICU JLP J2 (2017, Fall) プロジェクト② アウトライン（宿題）月 日（金）限
げん
まで 
       なまえ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 


















4. Describe the city/place using Superlative or Comparative sentence. 
（例「富士山










6. あなたは、そこに行ったことがありますか。（Have you ever been there?)  
□はい、行ったことがあります。 
□いいえ、行ったことがありません。 
 
7. そこで何をしたいですか。何をしようと思っていますか。何をしに行きますか。 
 
 
 
 
8. クラスメイトもそこに行くかもしれません。アドバイスをしてください。 
（例「上着をじゅんびしてください。」「カメラをわすれないでください。」） 
 
 
 
